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研究成果の概要（和文）：PBL（Project-Based-Learning）教育は現在の大学教育の大きな流れの一つとなって
いる。チーム活動に基づき問題発見・解決に至る過程を実践的に修得していく当該の教育形態が、特に理工系高
等教育機関において、実際にどのような位置づけにあるのか、どのような仕組みになっているのか、あるべき形
態は如何なるものか、周囲の波及効果は如何なるものなのか、などを種々の観点よりまとめている。PBL型活動
におけるワークスペースの重要性、育て得る能力に関するアンケート結果、デザイン過程の在り方、大きな役割
としての学力と人間力との総合化、そしてプロジェクト型教育の波及例などが示された。

研究成果の概要（英文）：PBL (Project-Based-Learning) education is one of the major trends in current
 university education. What kind of mechanism is the actual position of the relevant educational 
form, in which the process of finding and solving problems based on team activities is actually 
acquired, especially in higher education institutions for science and engineering? This study 
summarizes from various points of view, such as what kind of form it should be, what kind of ripple 
effects it should have, and so on. This study makes clear about the importance of workspaces in 
PBL-type activities, the results of questionnaires on the abilities obtained through the activity, 
the ideal design process, the integration of academic ability and human power as a major role, and 
the spread of project-based education.

研究分野：工学教育

キーワード： プロジェクト型教育　理工学高等教育　PBL教育　学力と人間力の総合化　プロジェクト型デザイン過程

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大学など高等教育機関の理工系教育プログラムにおいては，「知識・理論面を重視したもの」と「実践面を重視
したもの」とのバランスが重要であり歴史的にはこの両面を振り子のように揺れ動いているといわれる．特に実
学である工科系においては取り巻く実社会との関係が指摘され，新しい理論の発達とともに大きな技術革新があ
り，これらバランスのとり方が重要となる．
本研究においては，実践的授業の代表的授業形態として特に注目されているPBL型授業および活動そしてそれら
を支える仕組みについて取り上げ，これらを達成するにはどのようにあるべきなのか，未だ十分に解明されない
まま残されている重要な問題解決への糸口を提供する．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
大学など高等教育機関の理工系教育プログラムにおいては，「知識・理論面を重視したもの」
と「実践面を重視したもの」とのバランスが重要であり歴史的にはこの両面を振り子のように揺
れ動いているといわれる．特に実学である工科系においては取り巻く実社会との関係が指摘さ
れ，新しい理論の発達とともに大きな技術革新があり，これらバランスのとり方が重要となる． 
本研究においては，実践的授業の代表的授業形態として特に注目されている PBL 型授業およ
び活動（本論では，ほぼ同じ意味でプロジェクト型教育という言葉を併用して使う）そしてそれ
らを支える仕組みについて取り上げる．理工系高等教育機関に所属する教育研究関係者からの
この種のプロジェクト型教育の実践例についての報告は非常に数多く存在するが，チーム活動
を基盤としてオープンエンドな問題に取り組む活動そして仕組みが，個人そしてチームとして
の修学成果とともに他の科目あるいは科目群における学習姿勢そして学修能力にどんな影響を
与えるか？種々の教育課程においての PBL 活動の役割・位置づけそして取り巻くカリキュラム
など教育プログラムはどのようにあり，どんな影響を与えるのか，そして最終的には学生個人に
とっては如何なる能力が得られるのか，これらを達成する仕組みはどのようにあるべきなのか，
未だ十分に解明されないまま重要な課題として残されている． 
 
２．研究の目的 
「理工系高等教育プログラムにおける PBL 的教育活動の役割と波及効果」という題目での研
究である．PBL（Project-Based-Learning）教育は現在の大学教育の大きな流れの一つとなって
いる．チーム活動に基づき問題発見・解決に至る過程を実践的に修得していく当該の教育形態が，
特に理工系高等教育機関において，大学教育プログラムの中で，実際にどのような位置づけにあ
るのか，役割は何か，どのような問題点があるのか，改善の方向性は如何なるものなのか，など
を検討する． 
 
３．研究の方法 
（１）プロジェクト型教育に該当する主要な対象科目およびプロジェクトを選定する．日本にお
いて代表的な理工系 PBL 型教育を行っている金沢工業大学（以下，KIT と略称）のものを中心に
主要対象として，「プロジェクトデザイン」科目，特に，プロジェクトデザインⅠ，プロジェク
トデザインⅡを選ぶ．これらは正課の 2年次科目である．卒業研究に対応する 4年次科目である
プロジェクトデザインⅢをも対象とする． 
正課外の代表的な学生プロジェクト活動として，夢考房プロジェクト（課外活動）を選定する．
さらに，研究室学生・大学院生を含めた他の学生の動向をも可能な限り扱う．プロジェクト活動
に関して，国内そして外国（主にベトナム，マレーシア，英国）を含めた他大学の調査研究をも
行う．  
 
（２）プロジェクト型教育活動成果における比較を可能にするアンケート項目の作成：これらの
事項の作成と実際的に使用する．作成の基準としては世界的に標準的な工学教育基準としての
評価を得ている CDIO－Initiative を参考にして設定する．これらの項目を含むアンケート調査
および実施聞き取り調査および見学を，KIT およびベトナム VJIT（越日工業大学）で行う．PBL
型活動成果を発表している大学・学会・発表会に参加あるいは見学をして情報収集を行う． 
 
（３）プロジェクト型教育系科目をサポートする仕組み，通常座学系科目との連携，教育プログ
ラム全体での位置づけ・在り方，そしてそれらの効果などについて検討する． 
 
４．研究成果 
（１）プロジェクト型教育活動の場の役割と働き：中核的実践的チーム活動の場としてのワーク
スペース存在の重要性 
本研究においては，国内外の高等教育機関を調査した．理工系高等教育のプロジェクト型教育
においては具体的で実践的な活動の場がその中核の役割を担っていることが多く，ほとんどの
大学で，ワークスペース，ラーニングコモンズと名称は種々であるが学修の場が設けられ，プロ
ジェクト型教育活動の中心として位置づけられ活用されている． 
KITにおいては，1993年から始まった学生プロジェクトのものづくりの場である夢考房を2017
年 3 月に再構築した．その大きな特徴として，ものづくりの場を学生に単に提供するだけでな
く，多数の学生プロジェクト（2017 年当時 13 プロジェクト）を一か所に集め，学生同士・プロ
ジェクト同士がインタラクティブに活動する創造空間を構築している点があげられよう．参考
文献①，⑥ 
 
（２）プロジェクト型教育の学修効果に関する調査検討：プロジェクト型教育の効果に対するア
ンケートの作成，KIT におけるプロジェクトデザイン教育の成果，VJIT での結果との比較検討 
 プロジェクト型教育によって育て得る能力に関する調査に関するアンケートについて，世界
標準的な工学教育の枠組みとして知られる CDIO₋Initiative の方向性などを参考にして作成し
た．表 1にアンケート調査項目を示す．ついで，アンケート調査を，KIT の 2年生，4年生そし



て教員に対して行った．ここに，2年生は
KIT の代表的プロジェクト型教育系科目
であるプロジェクトデザイン（PDと略）
科目を受講した直後，4 年生は 1 年以上
経過して最終学年に在学，教員は PD科目
の担当者である． 
図１にアンケート結果を示す．横軸の
数値は表 1 の項目番号である．これより
明らかなように，当該プロジェクト型教
育 PD 科目が，「チームで行動し協力し合
う能力」，「実社会における解の多様な問
題に取組む能力」，「コミュニケーション
能力」などの育成に，特に肯定的回答を
示した．興味あることは，図１に示すよ
うに，全 16項目すべてのアンケート項目
に関する回答傾向が 2年生（図 1（A）），
4年生（図１（B））そして教員（図１（C））
においてほぼ同様であった点である．た
だ，その度合いが後者ほど明確になる傾
向を示した点である．教える側の科目内
容に関する認識が学生にほぼ正確に伝わ
っており，その程度が学習経験を積んだ
4年生ほど高いことが読み取れる． 
 同一のアンケートをベトナム VJIT の学
生（VJIT においても KIT から PD 教育プロ
グラムを導入し同様の授業を行っている）
に行ったところ，学生のアンケート結果と
して KIT 学生のものと大略同様の結果を得
た．これらの結果は，授業における知識の
厳密な学習そして取り込みは種々の困難が
伴うが，その授業の特質・方向性のような
ものの取り込みは，PBL 的活動によって比
較的容易に可能であることを示している．
参考文献②，③，④ 
 
（３）プロジェクト型デザイン教育の流れ
と役割：金沢工大におけるプロジェクトデ
ザイン過程，夢考房学生プロジェクトのア
ンケート結果など 
 プロジェクト型教育活動の大きな役割の
一つは，解が一意ではなく多様な問題に対
してチームを組んで解決する過程を学ぶこ
とである．ちょうど数学の問題（多くの問
題は解が一意）の解き方を学ぶように，実
社会ではごく普通に出会うオープンエンド
な問題の解き方である． 
KITカリキュラムの基盤を形成するPD科
目におけるデザイン過程につい
て，1996 年当時のもの（工学設計
過程と呼称）と 2018 年度のもの
を図２に示す．課外活動 PBL であ
る夢考房学生プロジェクトにお
いても，本質的に同様であり，ア
イディアの創出から具体化，検
証，評価，発表（競技）という過
程をフィードバックを伴いなが
らたどる．ただ，後者はものづく
り実践活動（設計・製作・評価・
運営）が重要な因子となり，いわ
ゆる CDIO （ Conceive-Design-
Implement-Operate）の 4 要素を
含んでいる．この学生主体の PBL
活動にはより高度な知識・スキル

表１ アンケート項目：              

プロジェクト型教育によって育て得る能力 

 

 

(a)1996年開始時 （b）2018年度時点 

図２ プロジェクトデザイン教育におけるデザイン過程 

 

図１ プロジェクト型教育に関するアンケ

ート結果 



系への導入への動機づけが要求される．これらを
基に本研究において提案するデザイン過程を図３
に示す．参考文献⑤ 
 
（４）プロジェクト型教育の位置づけと役割に関
する検討：教育課程・教育プログラムでのプロジ
ェクト教育の位置づけと役割・分類 
 理工系における大学など高等教育機関の役割は
単なる知識の伝授・継承から新たな価値の創造者
の育成へとその役割を広げている．そのため重要
な役割を果たす代表的な教育形態が PBL 型教育あ
るいはプロジェクト型教育である．そこにおいて
は，学問領域に基づく「学力」とともにその学力を
もとに社会で活躍できる力としての「人間力」の
育成が必要である． 
図４に「学力」と「人間力」そしてその橋渡しを
担う PBL 型教育つまりプロジェクト型教育に関す
る概念図，そして同様に学力的要素と人間力的要
素との編み込みによる総合化教育の展開を図っ
ている CDIO-Initiative における概念図を示
す．プロジェクト型教育の特徴はオープンエン
ドな問題に適する面に加えて，その教育の中に
学力と人間力的要素を適切に編み込むことによ
り共に修得できることにあり，この 2 要素の編
込みはいわゆる「アクティブラーニング」に繋
がると理解される．ここに，科目の内容や位置
づけによって，この２つの要素に係る重みは変
化する．さらにプロジェクト型教育活動におい
ては，チーム活動の中に如何に主体的な個人的
活動を編み込むかが学生個々の成長を促すキー
ポイントになる． 
一方，これらの 2 つ要素をそれぞれ編み込ん
だプロジェクト型教育を大学教育の中に挿入す
る方法としては一般に 3 種のパターンが存在す
ると考えられる．パターン A（教育プログラム全
体）：課外プロジェクトとして挿入，パターン B
（カリキュラム全体）：プロジェクト系科目を正
課として挿入，パターン C（個々の授業科目）：
アクティブラーニングの形で挿入，である．こ
れら 3 パターンを模式的に図５に示す．参考文
献④，⑦ 
 
（５）プロジェクト型教育の波及：KIT
におけるプロジェクト型教育の波及例 
 前節で記述したように理工系大学教
育におけるプロジェクト型教育の在り
方には 3 パターンあり，理想的には 3
パターンすべてを高いレベルで兼ね備
えることが望まれる． 
 KITの場合，正課カリキュラムに基盤
としてプロジェクトデザイン（PD）科
目（必修 4 科目）があり，図２，３に
示すようなプロジェクトによるデザイ
ン過程を身に付ける（パターン B）．さ
らにプロジェクト的課外活動として，夢考房学生プロジェクト（パターン A）があり，車の両輪
のような形で大学全体のプロジェクト活動に影響を与えている．また，「総合力」ラーニング（総
合力とは学力と人間力が適切に編み込まれたもの）として授業の中にアクティブラーニングが
組み入れられた（パターン C）．  
これらプロジェクト型教育は，図６に示されているような非常に多くの重要な大学活動や正
課および課外プログラム活動に肯定的な影響を与え，直接的にもつながっている．例えば，大学
教育プログラムの CAPSTONE 的存在である卒業研究（KIT では PD3 と呼称）における研究室活動
においては，自主的なチームおよび個人活動を比較的高いレベルで可能としている．筆者の経験
になるが，決して研究成果レベルは高くないが学生個々人の取組み態度，チーム協力体制，解の

 

図４ プロジェクト型教育の役割：学力と 

人間力との編み込みによる総合化 

 
図３ 提案されたデザイン過程 

 

図５ プロジェクト型教育の挿入パターン 



一意でない問題への取組み方，コミュニケーション力などの向上は大きいものがあると評価で
きる．参考文献⑤，⑧，⑨ 
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図６ プロジェクトデザイン教育の  

関連・波及（金沢工業大学の例） 
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